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AA003 

第一級総合無線通信士「無線工学 A」試験問題 
 

25 問  2 時間 30 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A－1 送信機における水晶発振器の発振周波数の変動の原因及びその対策に関する次の記述のうち、誤っているものを下の番号から

選べ。 
 

1 発振周波数の変動の原因の一つとして、水晶発振器に用いている水晶発振子、トランジスタ、コイル及びコンデンサなどの

回路素子の定数の周囲温度による変化がある。 
2 発振周波数の変動の原因の一つとして、水晶発振器の後段に設けた周波数逓倍器、励振増幅器及び終段電力増幅器などの負

荷変動がある。 
3 周囲温度による発振周波数の変動を抑える方法の一つとして、温度係数が同一の回路素子を組み合わせて周波数の変動を打

ち消す方法がある。 
4 周囲温度による発振周波数の変動を抑える方法の一つとして、水晶発振器を恒温槽に入れる方法がある。 
5 負荷変動による発振周波数の変動を抑える方法の一つとして、水晶発振器の次段に緩衝増幅器を設ける方法がある。 

A－2 次の記述は、FM(F3E)変調波について述べたものである。    内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。 

 

(1) 変調信号が単一周波数のとき、側帯波の数は  A  であ

り、変調指数は、最大周波数偏移を  B  の周波数で割った

値である。 

(2) F3E 変調波の全電力は、変調信号の振幅の大きさによって

変化   C  。 

 

A        B            C 

1 1        搬送波       しない 

2 1        変調信号     する 

3 複数     変調信号     しない 

4 複数     変調信号     する 

5 複数     搬送波       する 

A－3 次の記述は、AM(A3E)変調波と SSB(J3E)変調波の送信電力について述べたものである。    内に入れるべき字句の正しい組

合せを下の番号から選べ。ただし、A3E 変調波の変調度を m×100〔%〕とする。 

 

(1) A3E 変調波の送信電力 PAM〔W〕は、搬送波成分の電力 PC〔W〕及び変調度 m を

用いて次式で表される。 

PAM ＝ PC(  A  ＋m2/2)〔W〕----- ① 

(2) J3E 変調波を A3E 変調波のいずれか一方の側波帯とすると、その送信電力 PSSB〔W〕

は、次式で表される。 

PSSB ＝ PC ×  B 〔W〕----------- ② 

(3) m ＝ 0.5 のとき、式①、② より、PSSB〔W〕は、PAM〔W〕の  C  である。 

 

A     B        C 

1 1     m2/4     1/9 

2 1     m2/2     1/9 

3 1     m2/4     1/18 

4 2     m2/2     1/18 

5 2     m2/2     1/9 

A－4 次の記述は、無線送信機の寄生発射について述べたものである。    内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。

 

(1) 寄生発射は、部品や配線などが互いに電磁的ある

いは静電的な結合により、 A  が形成されること

により生ずる。 

(2) 寄生発射の周波数は、通常、送信周波数  B  。 

 

A            B 

1 遅延回路     の整数倍又は整数分の一である 

2 遅延回路     と同じである 

3 発振回路     と同じである 

4 発振回路     の整数倍又は整数分の一である 

5 発振回路     と関係がない 

A－5 次の記述は、衛星通信等のマイクロ波通信機器の低雑音増幅器に用いられるトランジスタの原理等について述べたものである。

このうち誤っているものを下の番号から選べ。 

 

1 低雑音増幅器に用いられるトランジスタとしては、GaAs FET、HEMT 等がある。 

2 GaAs FET の低雑音特性は、FET の雑音源が主にショット雑音によるものであり、バイポーラトランジスタの熱雑音と比較し

て高周波領域での雑音増加率が大きいことがあげられる。 

3 GaAs FET は、ショットキー接合に生じる電子空乏層を利用して、電流パスとなるチャネル層の電子を制御する。 

4 HEMTは、2種類の半導体を接合した界面で形成される2次元電子ガスの濃度を電界効果によって制御する。 

5 HEMTは、高電子移動度を持つ2次元電子ガスを電流パスとなるチャネルとしたものである。 
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A－6 次の記述は、図に示すデジタル通信に用いられるQPSK(4PSK)復調器の原理的構成例について述べたものである。    内に入

れるべき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。 

 

(1) 位相検波器 1 及び 2 は、「QPSK信号」と「基準搬送波」及び「QPSK信号」と「基準搬送波と位相が π/2 異なる信号」をそ

れぞれ  A  し、両者の  B  を出力させるものである。 

(2) クロック発生回路は、位相検波器 1 及び 2から出力された信号の  C  に同期したクロック信号を出力し、識別器が正確

なタイミングで識別できるようにするものである。 

 

A         B          C 

1 掛け算     位相差     パルス繰り返し周期 

2 掛け算     振幅差     パルス繰り返し周期 

3 掛け算     振幅差     振幅レベル 

4 足し算     位相差     パルス繰り返し周期 

5 足し算     振幅差     振幅レベル 

 

 

基準搬送波
再生回路 

識別器 1

クロック
発生回路

π/2 
移相器

識別器 2

位相 
検波器 1 

分配器 1  

分配器 2 

QPSK 
信号 

位相 
検波器 2 

A－7 次の記述は、一般的なスーパヘテロダイン受信機の特徴について述べたものである。    内に入れるべき字句の正しい組

合せを下の番号から選べ。 

 

(1) 低雑音の高周波増幅器を用いるとともに、 A  で高利得の増幅を行うので、感度が良い。 

(2) 周波数変換器を用いて希望波を一定の周波数の中間周

波数に変換し、しゃ断特性の優れた帯域フィルタ(BPF)を

用いることから  B  に対する選択度が良い。 

(3) 自動利得調整(AGC)回路を用いることにより、フェージ

ングなどで電波の  C  が変化しても、出力の変化を抑

えることができる。 

A                  B              C 

1 中間周波増幅器     影像周波数     受信周波数 

2 中間周波増幅器     近接周波数     受信強度 

3 中間周波増幅器     影像周波数     受信強度 

4 低周波増幅器   近接周波数     受信周波数 

5 低周波増幅器   影像周波数     受信強度 

A－8 抵抗 R〔Ω〕から取り出し得る熱雑音の最大電力(有能雑音電力)が PA〔W〕のとき、同じ温度の抵抗 2R〔Ω〕から取り出し得

る有能雑音電力の大きさの値として、正しいものを下の番号から選べ。 

 
   1 PA /4〔W〕     2 PA /3〔W〕     3  PA /2〔W〕     4  PA〔W〕     5 2 PA 〔W〕  

A－9 次の記述は、図に示す直列制御方式の定電圧回路に用いられる電流制限形保護回路について述べたものである。    内に入

れるべき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。なお、同じ記号の     内には、同じ字句が入るものとする。 

 

(1) 電流制限形保護回路として動作するトランジスタは、Tr2であり、過負荷又は負荷が短絡したとき、 A  に過大な電流が

流れないようにする。 

(2) 負荷電流 IL〔A〕が過大な電流になり、R5 の両端の電圧が規定の電圧より大きくなると、Tr2のコレクタ電流が  B  す

るため、 A  のベース電流が  C  し、IL が規定値以下になるよう電流を制限することができる。 

 

A       B        C 

1 Tr3     減少     増加 

2 Tr3     増加     減少 

3 Tr1     減少     減少 

4 Tr1     増加     減少 

5 Tr1     減少     増加 

A－10 次の記述は、電源に用いるインバータについて述べたものである。    内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。

 

(1) インバータは、 A  を交流電圧に変換する。 

(2) インバータの電力制御素子としては、主に IGBT(Insulated 

Gate Bipolar Transistor) や MOS-FET などの  B  及びサイ

リスタが用いられる。 

(3) インバータは、出力の交流電圧の周波数及び位相を制御する

ことが  C  。 

 

A            B                C 

1 交流電圧     バリスタ         できる 

2 交流電圧     トランジスタ     できない 

3 直流電圧     バリスタ         できない 

4 直流電圧     トランジスタ     できない 

5 直流電圧     トランジスタ     できる 

R3  R1  

R2 

VO
負
荷

R4  

Vi 

Vi :入力電圧 

VO:出力電圧 

IL :負荷電流 

Tr1～Tr3:ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ 

R1～R5 :抵抗 

Dz :ﾂｪﾅｰﾀﾞｲｵｰﾄﾞ 

電流制限形保護回路   IL  

Tr3  

Tr1

Tr2 

R5

Dz



(AA003-3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A－11 最大探知距離 Rmax が 100〔km〕のパルスレーダーの送信尖頭電力を 16 倍にしたときの Rmax の値として、最も近いものを下の

番号から選べ。ただし、Rmax は、レーダー方程式に従うものとする。 

 

1 100〔km〕     2 200〔km〕     3 300〔km〕     4 400〔km〕     5 500〔km〕  

A－12 次の記述は、レーダー方程式のパラメータを変えたときの最大探知距離 R〔m〕について述べたものである。このうち誤って

いるものを下の番号から選べ。ただし、最大探知距離はレーダー方程式のみで決まるものとし、アンテナは送受共用で、送信利

得と受信利得は同じである。また、最小受信電力は信号の探知限界の電力とする。 

 

1 最小受信電力の値が4倍大きい受信機を用いると、R の値は0.5倍になる。 

2 アンテナの利得を4倍にすると、R の値は2倍になる。 

3 物標の有効反射面積を4倍にすると、R の値は約1.4倍になる。 

4 送信電力の値を4倍にすると、R の値は約1.4倍になる。 

5 送信電力の値を2倍にし、最小受信電力の値が2倍大きい受信機を用いると、R の値は変わらない。 

 

݁o݁i = ܴiܴ × 1 + ܥ)݆߱ + 1	)ܴi	i	ܥ + ܴ	Tܥ݆߱ + ܴi 

A－13 次の記述は、図に示すオシロスコープの入力部と被測定回路を接続するプローブについて述べたものである。    内に入れ

るべき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。ただし、オシロスコープの入力部は抵抗 ܴ୧〔Ω〕及び静電容量 ܥ	୧	〔F〕で構成

され、プローブは、抵抗 ܴ〔Ω〕、可変静電容量 ܥ	〔F〕及び線路の静電容量 ܥ〔F〕で構成されるものとする。なお、同じ記

号の     内には、同じ字句が入るものとする。 
 

(1) オシロスコープの入力部と被測定回路とを同軸線路などで接続するとき、周波数特性が平坦でないと  A  が生ずるので、

これを防ぐためプローブを用いる。 
(2) プローブの入力信号 ݁i〔V〕の角周波数が ߱〔rad/s〕のとき、プローブの出力信号 ݁o〔V〕と ݁i との比 ݁o /݁i は、次式で

表される。 A  が生じないためには、݁o /݁i の値が ߱と無関係になればよいので、 B  になるように ܥ	を調整する。 
 

 
     A                B 

1 波形ひずみ       (ܥ + )ܴ୧	୧	ܥ ≫  ܴ	ܥ
2 波形ひずみ       (ܥ + )ܴ୧	୧	ܥ =  ܴ	ܥ
3 ショット雑音     (ܥ + )ܴ୧	୧	ܥ =  ܴ	ܥ

   4 ショット雑音     (ܥ + )ܴ୧	୧	ܥ ≫  ܴ	ܥ
5 フリッカ雑音     (ܥ + )ܴ୧	୧	ܥ = ܥ ܴ 

A－14 図に示す計数形周波数計(カウンタ)を用いた周波数測定において、ゲート回路が開いている間に計数回路で計数されるパルス

の数が 100 であった。このとき入力信号の周波数として正しいものを下の番号から選べ。ただし、ゲート制御回路は、分周器 2

の出力信号の 1周期の間だけゲート回路を開くものとする。また、分周器 1の分周比について N1 の値を 10、分周器 2の分周比

について N2 の値を 10、基準発振回路の出力の周波数は 10〔MHz〕とし、カウンタは理想的に動作するものとする。 

 

1 200〔MHz〕 

   2 100〔MHz〕 

   3 2,000〔MHz〕 

   4 1,000〔MHz〕 

   5 100〔GHz〕 
表示器  

表 示
回 路 

ゲート
回 路  

計 数
回 路 

入力信号  
増 幅
回 路

波形整形
回  路  

パ ル ス 
変換回路  

分周器 1  
1/N1 

N1=10 

 ゲート 
制御回路 

分周器 2  
 1/ N2 

N2=10 

基準発振  
回  路   

10〔MHz〕  

୧ܴ୧ܥ  

  	ܥ
ܥ ܴ  ݁i   

被測定

回 路

プローブ オシロスコープの
入力部   

݁o 
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A－16 送信機の出力を減衰器を通して電力計で測定したところ、電力計の指示値が 100〔mW〕であった。この減衰器の値として、最も

近いものを下の番号から選べ。ただし、減衰器の入力電力である送信機の出力電力の値を 1〔W〕とする。 

 

1 10〔dB〕     2 15〔dB〕     3 20〔dB〕     4 25〔dB〕     5 30〔dB〕  

A－17 次の記述は、我が国の地上系デジタルテレビジョン放送に用いられる標準方式について述べたものである。    内に入れる

べき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。 

 

(1) 映像信号の情報量を減らすための圧縮方式には、 A  が用いられる。 

(2) 圧縮された画像情報の伝送には、 B  方式が用いられる。この方式は、送信データを多数の搬送波に分散して送ること

により、単一キャリアのみを用いて送る方式に比べ伝送シンボルの継続時間が  C  なり、マルチパスの影響を軽減できる。

 

A         B                            C 

1 MPEG2     残留側波帯(VSB)              短く 

2 MPEG2     直交周波数分割多重(OFDM)     長く 

3 MPEG2     直交周波数分割多重(OFDM)     短く 

4 JPEG2     残留側波帯(VSB)              長く 

5 JPEG2     直交周波数分割多重(OFDM)     短く 

 

A－18 図において、海面からレーダーのアンテナまでの高さが18〔m〕、アンテナの垂直ビーム幅が 23〔°〕のとき、物標の最小探

知距離の値として、最も近いものを下の番号から選べ。ただし、海面上の物標の高さ及び大きさは無視するものとし、 

tan 11.5〔°〕＝ 0.2とする。 

 

1 30〔m〕 

2 50〔m〕 

3 90〔m〕 

4 180〔m〕 

5 360〔m〕 

18〔m〕 

海面 

アンテナ 

23〔°〕 
物標 

最小探知距離 

A－15 次の記述は、法令等による不要発射の強度の許容値が適用される SSB(J3E)送信設備の不要発射の強度の測定値と下の表に示す許

容値との関係について述べたものである。    内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。ただし、測定方法等は

法令等の規定に基づくものとし、表の「スプリアス領域における不要発射の強度の許容値」の基本周波数の尖頭電力の値は、100〔W〕

とする。 

 

(1) 「スプリアス領域」で不要発射の強度が 10〔μW〕の不要発射を測定した。この場合、当該不要発射の強度の値は、許容

値   A   。 

(2)  また、「帯域外領域」で許容値の異なる「割当周波数からの周波数間隔」ごとに不要発射を探索して測定した結果、割当周

波数から 4.3〔kHz〕離れた周波数において、最大値(許容値に対して 

最もマージンの少ない値)の不要発射を測定した。この不要発射は、基本 

周波数の尖頭電力より 35〔dB〕低い値であった。 

この場合、当該不要発射の強度の値は、「割当周波数からの周波 

数間隔   B   」の許容値   C   。 

 割当周波数から
の周波数間隔 

帯域外領域における不要発
射の強度の許容値 

1.5〔kHz〕超え
4.5〔kHz〕以下

基本周波数の尖頭電力より
31〔dB〕低い値 

4.5〔kHz〕超え
7.5〔kHz〕以下

基本周波数の尖頭電力より
38〔dB〕低い値 

7.5〔kHz〕超え
るもの 

50〔mW〕以下であり、かつ、
基本周波数の尖頭電力より
43〔dB〕低い値 

 

スプリアス領域における不要発射の強度の許容値

基本周波数の尖頭電力より 43〔dB〕低い値 

A              B               C 

1 を超えている      4.5〔kHz〕超え7.5〔kHz〕以下     を超えている 

2 を超えている      1.5〔kHz〕超え4.5〔kHz〕以下     の範囲内である 

3 の範囲内である     1.5〔kHz〕超え4.5〔kHz〕以下     を超えている 

4 の範囲内である     4.5〔kHz〕超え7.5〔kHz〕以下     を超えている 

5 の範囲内である     1.5〔kHz〕超え4.5〔kHz〕以下     の範囲内である 
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A－19 次の記述は、デジタルオシロスコープについて述べたものである。    内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号から

選べ。 

 

(1) 入力波形を  A  によりデジタル信号にしてメモリに順次記録し、

そのデータを再びアナログ値に変換して入力された波形と同じ波形を

表示するので、単発現象でも、メモリに記憶した波形情報を繰り返し

読み出すことによって静止波形のように表示できる。 

(2) 標本化定理によれば、直接観測することが可能な周波数の上限は、

サンプリング周波数の  B  までである。 

(3) アナログ方式によるオシロスコープに比べ、観測データの解析や処

理を容易に行うことが  C  。 

A           B       C 

1 A/D 変換     1/2     できる 

2 A/D 変換     2 倍    できない 

3 D/A 変換     2 倍    できる  

4 D/A 変換     2 倍    できない 

5 D/A 変換     1/2     できる 

A－20 次の記述は、パルス符号変調(PCM)方式における標本化について述べたものである。    内に入れるべき字句の正しい組合

せを下の番号から選べ。ただし、標本化周波数を f〔Hz〕とする。なお、同じ記号の     内には、同じ字句が入るものとする。

 

(1) 標本化とは、アナログ信号の振幅を一定の  A  間隔で取り出すこと

をいう。 

(2) 標本化定理が成り立つ条件として、入力アナログ信号が f /2〔Hz〕よ

り高い周波数成分を  B  ことなどがある。 

(3) 入力のアナログ信号が f /2〔Hz〕より高い周波数成分を  B  ように

しないと、  C  を生ずることがある。 

 

A       B            C 

1 周波数     含まない   折り返し雑音 

2 周波数     含む       折り返し雑音 

3 周波数     含まない     量子化雑音 

4 時間       含む       量子化雑音 

5 時間       含まない     折り返し雑音 

B－1 次の記述は、SSB(J3E)受信機の特徴について述べたものである。    内に入れるべき字句を下の番号から選べ。なお、同じ

記号の     内には、同じ字句が入るものとする。 

 

(1) 一般に、AM(A3E)受信機に比べ、同一の音声信号を復調するために必要な中間周波増幅器の帯域幅は、通常、ほぼ  ア  倍

である。 

(2) 復調するためには、検波用局部発振器で搬送波に相当する周波数成分を作り、 イ  に加える必要がある。 

(3) 局部発振器の発振周波数と送信側で抑圧された J3E 波の搬送波の周波数との関係が正しく保たれないと、 ウ  が悪くな

るため、 エ  が用いられる。 

(4)  エ  の調整を容易にするため、 オ  を用いる方法がある。 

 

1 1/4     2 低周波増幅器     3 スプリアス・レスポンス     4 クラリファイア       5 トーン発振器  

6 1/2     7 検波器           8 明りょう度                 9 自動利得調整回路    10 中間周波増幅器 

B－2 次の記述は、デジタル伝送におけるビット誤り等について述べたものである。このうち正しいものを 1、誤っているものを 2

として解答せよ。ただし、図に 2相位相変調(BPSK)及び 4相位相変調(QPSK)の信号空間ダイアグラムを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

ア 1,000,000 ビットの信号を伝送して、1ビットの誤りがあった場合、ビット誤り率は、10
-3

である。 

イ BPSK では、シンボル誤り率とビット誤り率は同じ値になる。 

ウ QPSK において、2ビットのデータを各シンボルに割り当てる方法がグレイ符号に基づく場合は、縦横に隣接するシンボル間

で誤りが生じたとき、常に 1ビットの誤りですむ。 

エ QPSK において、2ビットのデータを各シンボルに割り当てる方法が自然 2進符号に基づく場合は、縦横に隣接するシンボル

間で誤りが生じたとき、常に 2ビットの誤りとなる。 

オ QPSK において、2ビットのデータを各シンボルに割り当てる方法がグレイ符号に基づく場合と自然 2進符号に基づく場合と

で比べたとき、グレイ符号に基づく場合の方がビット誤り率を小さくできる。 

直交軸 Q 

同相軸 I  

BPSK 信号空間ダイアグラム   

直交軸 Q 

QPSK 信号空間ダイアグラム   

同相軸 I
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B－3 次の記述は、図に示す構成例を用いた FM(F3E)受信機の感度抑圧効果の測定法について述べたものである。    内に入れる

べき字句を下の番号から選べ。ただし、受信機の条件として、雑音抑圧を 20〔dB〕とするために必要な受信機入力電圧より 6〔dB〕

高い希望波入力電圧を加えた状態の下で、希望波から 20〔kHz〕以上離れた妨害波を加えた場合において、雑音抑圧が 20〔dB〕

となるときのその妨害波入力電圧が 10〔mV〕以上であることが法令等で規定されているものとする。また、1〔μV〕を 0〔dBμV〕

とする。なお、同じ記号の     内には、同じ字句が入るものとする。 
 

(1) SG2の出力を断とし、低周波発振器及び SG1等により、試験周波数について   ア   法の感度測定方法に従って感度を測

定し、感度及びそのときの受信機の復調出力(レベル計の指示値)を記録する。次に、標準信号発生器(SG1)は希望波、標準信

号発生器(SG2)は妨害波とし、SG1、SG2ともに無変調状態とする。 

(2) この状態で SG1の出力を 6〔dB〕増加させる。このとき、レベル計の指示値が   イ   することを確認する。次に SG2の

出力周波数を試験周波数より   ウ   高い値に設定する。 

(3)  この状態で   エ   の出力を調整して、レベル計の指示値が(1)の   ア   法による感度測定時と等しくなるようにし、こ

のときの   エ   の出力から妨害波の受信機入力電圧を求める。 

(4)  SG2の出力周波数を試験周波数より   ウ  
低い値に設定して(3)と同様の測定を行う。 

(5) 妨害波の受信機入力電圧を〔mV〕単位で、上

側、下側周波数に分け、記載し、その値が 10〔mV〕

以上であることを確認する。なお、この 10〔mV〕

をデシベルに換算すると   オ   となる。 
 

1 NQ(Noise Quieting)      2 減少     3 10〔kHz〕    4 SG2      5 40〔dBμV〕 

6 SINAD                        7 増加     8 20〔kHz〕    9 SG1     10 80〔dBμV〕 

 

標準信号 
発生器(SG1) 

結合器 レベル計 FM(F3E) 
受信機 

低周波 
発振器 

標準信号 
発生器(SG2) 

B－4 次の記述は、サーミスタ電力計を用いたマイクロ波電力の測定方法の原理について述べたものである。    内に入れるべき

字句を下の番号から選べ。ただし、図中の ܴଵ、ܴଶ は抵抗、ܴ は可変抵抗である。 

 

(1) サーミスタ電力計は、サーミスタの抵抗値が温度により変化する特性を利用し、測定するマイクロ波電力をサーミスタマ

ウントに吸収させ、発熱による抵抗変化を  ア  ブリッジで検出し、直流電力に置き換えて測定する。 イ  程度の電力

の測定に適している。 

(2) 図に示す構成例において、ブリッジの平衡条件はサーミスタの抵抗

値が抵抗 ܴଶと等しくなることである。マイクロ波入力のない状態にお

いて、可変抵抗 ܴ によりサーミスタに流れる電流を調整してブリッ

ジの平衡をとる。このときの直流電流計の読みを ܫ〔A〕とすれば、

サーミスタに供給されている直流電力は  ウ 〔W〕である。 

(3) 次に、この状態でマイクロ波電力を加えると、サーミスタマウント

の発熱によりサーミスタの抵抗が  エ  するため、ブリッジの平衡

が崩れるので、可変抵抗 ܴ の抵抗値を増加させてブリッジの平衡を

とる。このときの直流電流計の読みを ܫଵ〔A〕とすれば、加わったマ

イクロ波電力は  オ 〔W〕により求められる。 
 

1 10〔mW〕           2 10〔W〕      3 
ூబమோమଶ       4 

ூబమோమସ       5 
(ூబమିூభమ)ோమଶ  

6 ホイートストン     7 ウィーン     8 減少       9 増加       10 
(ூబమିூభమ)ோమସ  

:検流計

:直流電流計

G

A 

直流電源

G

ܴଵマイクロ波

ܴଶ  

サーミスタ

ܴ ܴଵ
A  

サーミスタマウント  

B－5 次の記述は、低軌道衛星を利用したフロート・フリー型の衛星非常用位置指示無線標識(衛星 EPIRB)について述べたものであ

る。このうち正しいものを 1、誤っているものを 2として解答せよ。 

 

ア インマルサット衛星で受信した衛星 EPIRB の電波のドプラ偏移の情報及びインマルサット衛星の軌道情報を用いて衛星

EPIRB の位置を求めることができる。 
イ いったん動作を開始した衛星 EPIRB は、手動により動作を停止することができない。 
ウ 船舶に搭載の衛星 EPIRB は、船舶が沈没したときに水圧センサの働きによって自動的に離脱浮上し、遭難を知らせる信号

を発射する。 

エ 使用周波数などは、G1B 電波 406〔MHz〕帯及び A3X 電波 121.5〔MHz〕である。 

オ 人工衛星向けの信号と航空機がホーミングするための信号を送信することができる。 


